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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第1四半期累計期間
第12期

第1四半期累計期間
第11期

会計期間
自2016年 4月1日
至2016年6月30日

自2017年 4月1日
至2017年6月30日

自2016年 4月1日
至2017年3月31日

保険料等収入 （百万円） 2,444 2,588 9,816

資産運用収益 （百万円） 51 54 216

保険金等支払金 （百万円） 564 467 1,796

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △125 136 △2,031

四半期純利益又は四半期（当期）純損失

（△）
（百万円） △124 109 △1,889

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） － － －

資本金 （百万円） 12,020 12,136 12,136

発行済株式総数 （株） 50,175,000 51,145,000 51,145,000

純資産額 （百万円） 15,511 13,757 13,645

総資産額 （百万円） 31,179 32,826 31,934

１株当たり四半期純利益金額又は１株当

たり四半期（当期）純損失金額（△）
（円） △2.48 2.13 △37.37

潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 49.7 41.9 42.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 758 902 3,904

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △889 △927 △3,834

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2 △4 200

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（百万円） 2,601 2,974 3,004

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

2．保険料等収入、資産運用収益、保険金等支払金には、消費税等は含まれておりません。

3．第11期第1四半期累計期間ならびに第11期の潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式は存在するものの1株当たり四半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。また、

第12期第1四半期累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。

4．四半期財務諸表等規則第4条の2第2項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

2【事業の内容】

　当第1四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

　当第1四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクの重要な変更はありません。

 

2【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

3【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の状況

　契約の状況

　当第1四半期累計期間の新契約の年換算保険料*1は、前年同期比100.5%の343百万円、新契約件数は、前年同期比

106.7%の7,793件となりました。当第1四半期会計期間末の保有契約の年換算保険料*1は、前事業年度末比101.7%の

10,263百万円、保有契約件数は、前事業年度末比101.6%の243,610件となりました。また、当第1四半期累計期間の

解約失効率*2は、6.5%（前年同期7.0%）となりました。

*1.年換算保険料とは、1回当たりの保険料について保険料の支払い方法に応じた係数を乗じ、1年当たりの保険料に換算した金額をい

います。当社商品の保険料は全て月払いのみとなっているため、1ヶ月当たりの保険料に12を乗じたものを年換算保険料としていま

す。

*2.解約失効率は、解約・失効の件数を月々の保有契約件数の平均で除した比率を年換算した数値です。

 

収支の状況

　当第1四半期累計期間の保険料等収入は、保有契約件数の増加に伴い、前年同期比105.9%の2,588百万円と増加し

ました。また、資産運用収益は、前年同期比106.2%の54百万円となりました。その他経常収益は、9百万円となり

ました。この結果、当第1四半期累計期間の経常収益は、前年同期比102.2%の2,651百万円となりました。

　保険金等支払金は、前年同期比82.9%の467百万円となりました。保険金及び給付金支払額の保険料に対する割合

は、前年同期の21.5%から15.7%に減少しました。責任準備金等繰入額は、前年同期比100.1%の912百万円となりま

した。責任準備金繰入額の保険料に対する割合は、前年同期の38.8%から34.9%となりました。事業費は、前年同期

比116.8%の1,005百万円となりました。事業費のうち、営業費用は前年同期比125.4%の425百万円、保険事務費用は

前年同期比123.9%の166百万円、システムその他費用は前年同期比106.7%の413百万円となりました。その他経常費

用は、前事業年度に保険業法第113条繰延資産を一括償却したため、当第1四半期累計期間は同繰延資産の償却費を

計上していないことなどにより、前年同期比33.6％の128百万円になりました。これらにより、当第1四半期累計期

間の経常費用は前年同期比92.4%の2,514百万円となりました。

　以上の結果、当第1四半期累計期間の経常損益は、前年同期の経常損失125百万円に対して、経常利益136百万円

となりました。四半期純損益は、前年同期の四半期純損失124百万円に対して、四半期純利益109百万円となりまし

た。

　また、生命保険会社の収益性を示す指標のひとつである基礎利益は、前年同期の100百万円のマイナスに対し

て、159百万円のプラスとなりました。内訳は、危険差益616百万円、費差損454百万円、利差損2百万円となりまし

た。

 

(2)財政状態

資産、負債及び純資産の状況

　当第1四半期会計期間末の総資産は、32,826百万円（前事業年度末31,934百万円）となりました。主な勘定残高

として、高格付けの公社債を中心とする有価証券は、26,691百万円となりました。

　負債は、保険料の増加に伴い責任準備金が増加したことから、19,068百万円（前事業年度末18,288百万円）とな

りました。主な勘定残高は、責任準備金18,068百万円（うち、危険準備金1,425百万円）、支払備金345百万円とな

りました。

　純資産は、主に四半期純利益を計上したため、13,757百万円（前事業年度末13,645百万円）と増加しました。

　当第1四半期会計期間末のソルベンシー・マージン比率は、2,689.5%（前事業年度末2,723.0%）となり、充分な

支払余力を維持しています。
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キャッシュ・フローの状況

　当第1四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、保険料等収入が増加したことなどによ

り、902百万円の収入（前年同期758百万円の収入）となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有

価証券の取得により、927百万円の支出（前年同期889百万円の支出）となりました。また、財務活動によるキャッ

シュ・フローは、4百万円の支出（前年同期2百万円の支出）となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当第1四半期会計期間末残高は、2,974百万円（前事業年度末3,004百万円）

となりました。

 

(3)経営方針・経営戦略等

　当第1四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略の重要な変更はありません。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第1四半期累計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第1四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2017年6月30日）

提出日現在発行数（株）
（2017年8月9日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 51,145,000 51,145,000
東京証券取引所

（マザーズ）

1単元の株式数は100

株です。完全議決権

株式であり、権利内

容に何ら限定のない

当社における標準と

なる株式です。

計 51,145,000 51,145,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 2017年4月1日～

 2017年6月30日
－ 51,145,000 － 12,136 － 12,136

 

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」は、株主名簿の内容が確認できないため、記載することがで

きないことから、直前の基準日（2017年3月31日）の株主名簿に基づいて記載しております。

 

①【発行済株式】

 2017年6月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式51,139,800 511,398 －

単元未満株式 普通株式    5,200 － －

発行済株式総数 51,145,000 － －

総株主の議決権 － 511,398 －

 

②【自己株式等】

2017年6月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

2【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、当該有価証券報告書に記載した

事項を除き、該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

1．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）並びに同規則第54条及び第73条の規定に基づき「保険業法施行規則」

（平成8年大蔵省令第5号）に準拠して作成しております。

　また、四半期財務諸表等規則第4条の2第2項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

2．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期会計期間（2017年4月1日から2017年6月30日

まで）及び第1四半期累計期間（2017年4月1日から2017年6月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任

あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

3．四半期連結財務諸表について
　　　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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1【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(2017年3月31日)
当第1四半期会計期間
(2017年6月30日)

資産の部   

現金及び預貯金 1,004 974

買入金銭債権 1,999 1,999

金銭の信託 995 1,501

有価証券 26,372 26,691

国債 9,876 8,772

地方債 1,496 1,496

社債 11,751 12,566

株式 334 337

外国証券 819 800

その他の証券 2,095 2,717

有形固定資産 123 114

無形固定資産 502 534

代理店貸 1 1

再保険貸 30 66

その他資産 904 941

未収金 742 761

その他の資産 161 180

資産の部合計 31,934 32,826

負債の部   

保険契約準備金 17,501 18,414

支払備金 311 345

責任準備金 17,189 18,068

代理店借 39 32

再保険借 68 73

その他負債 469 337

特別法上の準備金 19 21

価格変動準備金 19 21

繰延税金負債 189 190

負債の部合計 18,288 19,068

純資産の部   

資本金 12,136 12,136

資本剰余金 12,136 12,136

利益剰余金 △11,116 △11,007

株主資本合計 13,157 13,266

その他有価証券評価差額金 488 491

評価・換算差額等合計 488 491

純資産の部合計 13,645 13,757

負債及び純資産の部合計 31,934 32,826
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(2)【四半期損益計算書】

【第1四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第1四半期累計期間
(自　2016年4月1日
　至　2016年6月30日)

当第1四半期累計期間
(自　2017年4月1日
　至　2017年6月30日)

経常収益 2,594 2,651

保険料等収入 2,444 2,588

保険料 2,347 2,521

再保険収入 97 66

資産運用収益 51 54

利息及び配当金等収入 51 51

金銭の信託運用益 - 2

その他経常収益 99 9

支払備金戻入額 96 -

その他の経常収益 2 9

経常費用 2,720 2,514

保険金等支払金 564 467

保険金 375 260

給付金 130 134

再保険料 59 73

責任準備金等繰入額 911 912

支払備金繰入額 - 33

責任準備金繰入額 911 879

資産運用費用 0 0

支払利息 0 0

金銭の信託運用損 0 -

事業費 ※ 861 ※ 1,005

その他経常費用 382 128

経常利益又は経常損失（△） △125 136

特別損失 1 1

特別法上の準備金繰入額 1 1

価格変動準備金繰入額 1 1

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △126 134

法人税及び住民税 0 25

法人税等調整額 △3 -

法人税等合計 △2 25

四半期純利益又は四半期純損失（△） △124 109
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第1四半期累計期間
(自　2016年4月1日
　至　2016年6月30日)

当第1四半期累計期間
(自　2017年4月1日
　至　2017年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
△126 134

減価償却費 58 59

支払備金の増減額（△は減少） △96 33

責任準備金の増減額（△は減少） 911 879

価格変動準備金の増減額（△は減少） 1 1

利息及び配当金等収入 △51 △51

支払利息 0 0

代理店貸の増減額（△は増加） △0 △0

再保険貸の増減額（△は増加） △69 △35

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は増加）
251 △25

代理店借の増減額（△は減少） 10 △6

再保険借の増減額（△は減少） 2 4

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は減少）
△146 △136

その他 0 △2

小計 745 853

利息及び配当金等の受取額 87 52

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △73 △3

営業活動によるキャッシュ・フロー 758 902

投資活動によるキャッシュ・フロー   

金銭の信託の増加による支出 - △500

有価証券の取得による支出 △1,001 △2,100

有価証券の売却・償還による収入 200 1,770

資産運用活動計 △801 △830

営業活動及び資産運用活動計 △42 71

有形固定資産の取得による支出 - △8

無形固定資産の取得による支出 △87 △88

投資活動によるキャッシュ・フロー △889 △927

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △2 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △2 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132 △29

現金及び現金同等物の期首残高 2,734 3,004

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,601 ※ 2,974
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 事業費の内訳は次のとおりであります。

 
前第1四半期累計期間

（自2016年4月1日
至2016年6月30日）

当第1四半期累計期間

（自2017年4月1日
至2017年6月30日）

 （百万円） （百万円）

営業活動費   

　募集代理店経費 27 77

　選択経費 0 0

　　営業活動費小計 28 78

営業管理費   

　広告宣伝費 195 184

　　営業管理費小計 195 184

一般管理費   

　人件費 293 355

　物件費 343 386

　負担金 1 1

　　一般管理費小計 637 742

　　　合計 861 1,005

（注）1. 一般管理費・物件費の主なものは、保険事務・システム等の契約の維持・管理に際して必要な経費等で

あります。

     2. 負担金は、保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する負担金であります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第1四半期累計期間
（自2016年4月1日
至2016年6月30日）

当第1四半期累計期間
（自2017年4月1日
至2017年6月30日）

現金及び預貯金 1,101百万円 974百万円

買入金銭債権 1,499 1,999

現金及び現金同等物 2,601 2,974
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（金融商品関係）

前事業年度（2017年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）現金及び預貯金 1,004 1,004 －

（2）買入金銭債権 1,999 1,999 △0

（3）金銭の信託 995 995 －

（4）有価証券 25,553 26,879 1,325

満期保有目的の債券 9,943 11,268 1,325

その他有価証券 15,610 15,610 －

（5）その他資産 未収金 742 742 －

 

当第1四半期会計期間（2017年6月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 四半期貸借対照表計上額 時価 差額

（1）現金及び預貯金 974 974 －

（2）買入金銭債権 1,999 1,999 △0

（3）金銭の信託 1,501 1,501 －

（4）有価証券 25,890 27,228 1,337

満期保有目的の債券 8,736 10,074 1,337

その他有価証券 17,153 17,153 －

（5）その他資産 未収金 761 761 －

（注）1.金融商品の時価の算定方法並びに金銭の信託及び有価証券に関する事項

(1)現金及び預貯金

　当社は、満期がない預金のみを保有しており、それらの時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額によっております。

(2)買入金銭債権

　買入金銭債権の時価は、2017年6月末日（前事業年度は2017年3月末日）の取引金融機関から入手した価

格によっております。

(3)金銭の信託

　金銭の信託における信託財産の構成物の時価は、2017年6月末日（前事業年度は2017年3月末日）の取引

所又は取引金融機関から入手した価格等によっております。また、保有目的ごとの金銭の信託に関する事

項については、注記事項「（金銭の信託関係）」をご参照下さい。

(4)有価証券

　有価証券の時価は、2017年6月末日（前事業年度は2017年3月末日）の取引所又は取引金融機関から入手

した価格等によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「（有

価証券関係）」をご参照下さい。

(5)その他資産 未収金

　未収金については、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

2.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：百万円）

区分
前事業年度

（2017年3月31日）

当第1四半期会計期間

（2017年6月30日）

外国証券 819 800

外国証券については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

「（4）有価証券」には含めておりません。
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（有価証券関係）

1．満期保有目的の債券

　前事業年度（2017年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

　公社債    

　　国債 7,836 8,981 1,145

　　地方債 900 1,045 145

　　社債 1,207 1,241 34

　その他 1,999 1,999 △0

合計 11,943 13,268 1,325

（注）貸借対照表において買入金銭債権として計上しているコマーシャルペーパーを「その他」に含めておりま

す。

 

　当第1四半期会計期間（2017年6月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 四半期貸借対照表計上額 時価 差額

　公社債    

　　国債 6,731 7,891 1,160

　　地方債 900 1,044 144

　　社債 1,105 1,138 33

　その他 1,999 1,999 △0

合計 10,736 12,074 1,337

（注）四半期貸借対照表において買入金銭債権として計上しているコマーシャルペーパーを「その他」に含めてお

ります。

 

2．その他有価証券

　前事業年度（2017年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

 取得原価 貸借対照表計上額 差額

　公社債    

　　国債 1,822 2,040 218

　　地方債 520 596 75

　　社債 10,358 10,544 185

　株式 100 334 233

　その他 2,179 2,095 △84

合計 14,981 15,610 628

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表には含めておりません。
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　当第1四半期会計期間（2017年6月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

 取得原価 四半期貸借対照表計上額 差額

　公社債    

　　国債 1,820 2,041 220

　　地方債 520 596 76

　　社債 11,284 11,461 176

　株式 100 337 236

　その他 2,779 2,717 △62

合計 16,505 17,153 648

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表には含めておりません。

 

（金銭の信託関係）

その他の金銭の信託（運用目的、満期保有目的及び責任準備金対応以外）

　前事業年度（2017年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

 取得原価 貸借対照表計上額 差額

その他の金銭の信託 1,000 995 △5

 

　当第1四半期会計期間（2017年6月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 取得原価 四半期貸借対照表計上額 差額

その他の金銭の信託 1,503 1,501 △2

 

（デリバティブ取引関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、生命保険事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（1株当たり情報）

1株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第1四半期累計期間
（自2016年4月1日
至2016年6月30日）

当第1四半期累計期間
（自2017年4月1日
至2017年6月30日）

1株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四

半期純損失金額（△）
△2.48円 2.13円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（百万円）
△124 109

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（百万円）
△124 109

普通株式の期中平均株式数（株） 50,175,000 51,145,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式で、前事業年度末から重要な

変動があったものの概要

－ －

（注）前第1四半期累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の1株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。また、当第1四半期累計期間の潜在株式調

整後1株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

 

2【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2017年８月９日

ライフネット生命保険株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平栗　郁朗　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森本　洋平　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているライフネット生

命保険株式会社の2017年４月１日から2018年３月31日までの第12期事業年度の第１四半期会計期間（2017年４月１日から

2017年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2017年４月１日から2017年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ライフネット生命保険株式会社の2017年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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